
 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨明けを待つこの頃。もはや寝苦しい夜を過ごしています。 

 

 

 この夏 20 歳になる次男あてに、「国民年金に関する事前のお知らせ」が送られてきました。 

その中に、令和 2 年度「わたしと年金」エッセイの厚生労働大臣賞に選ばれた北海道在住の 

吉田勇太さん（30 代）の作品が同封されていました。グッと来る内容でしたのでご紹介します。 

 

 

若いときは「年金なんて年寄りがもらうもの」と身近に感じないもの。 

私（吉田さん）も、学生だった 20 歳当時、「将来、自分が障害者になり、 

障害年金を申請する立場になる」なんてことは全く想像していなかった。 

ところが、大学で部活動中の事故が原因で右足を切断し、思いがけず障害者 

となってしまった。 

 

 

実は、20 代前半での障害年金申請はハードルが高い。納付義務が発生する 

20 歳から傷病の初診日までの間に一定期間以上年金保険料を納付（あるいは免除 or 猶予） 

していなければ障害年金はもらえない。保険料を支払わず放置していると､怪我や病気によって

どんなに重い障害を負ったとしても、「もしもの時の生活保障」となる障害年金を受け取ること

はできない。 

事故当時 21 歳だった私は 年金加入期間が約 1 年半と短く､1 ヵ月の「未納」でも、受給

要件に大きく影響を与えてしまう状況。車いすでの生活が始まり、「障害年金」を受給できる

かどうかは大問題だった。 

 

 

私の「国民年金の加入手続」も、学生の保険料猶予「学生納付特例手続」 

も全て 20 歳到達とともに母が仕事の合間に役所で手続をしてくれていた。 

自分は、母に言われるがまま手続きに必要な「学生証の写し」をコピーし、

母のもとへ郵送しただけ。母が手続を行っていなければ、障害年金を受け 

取ることができないどころか、手術や入院費用･リハビリ･義足作成費用など 

の負担が重くのしかかっていただろう。 

事故後、年金記録を確認した役所の年金担当から「お母さん、息子さんの学生納付特例、

ちゃんとしておいてよかったですね」と言われたそう。母はいつも「当然のことをしたま

で」とは言うが、そのお陰で今の人生があることを考えると、感謝してもしきれない。 
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  岸田政権は「こども未来戦略方針」を受け、2024 年度から３年間を少子化対策 

 集中期間と位置づけ、下記のような支援策を打ち出しました。 

 

少子化に歯止めがかかると良いのですが。

 

 

 

そんな私はどういう巡りあわせか、現在市役所で年金担当として働いて

いる。 

日々の受付業務の中で、当然「学生納付特例手続」を受付するのだが、

学生本人や親などの現役世代の方は「年金と言えば高齢者がもらう老齢年

金」という認識が強く「学生納付特例なんて意味がある？」、「保険料なんて支払う意味ある？」

「私たちが高齢者になったら年金なんてもらえないんでしょ？」といった質問を数多く受ける。 

そんなときは「公的年金制度の仕組み」の説明や、自分自身の経験などを踏まえながら「障

害年金や遺族年金など転ばぬ先の杖となるような年金があるんですよ」と話し、保険料の納付

や免除・猶予手続きを進めてもらっている。 

 

 

一方で、初診時に年金に加入していない、保険料の納付が少ないことで 

納付要件を満たすことができないなどの理由により、残念ながら障害年金 

の受給に結び付かなかった方と接することもある。「早く教えてくれれば…」

「市役所の年金担当から案内されたことが無い…」といったご指摘を受けることも多い。 

年金業務に携わる者として、杖をついていたり、障害者手帳や療育手帳を持って

いたり、「うつ」などの精神障害を患われて退職した方などには「障害年金をご存知

ですか？」という質問を意識的に行うことをいつも心がけている。 

老後の年金だけでなく、予期せぬ事故後の生活を助ける障害年金や、大切な人を失われた

遺族の生活を保障する遺族年金など、公的年金制度の大切さについて、少しでも多くの人に

伝えていくことが事故後の生活を公的年金制度に助けられた私の大切な使命であると思って

いる。 
年金に携わる者として心に沁みました。以上。 

 

 

  



 

 

 

経団連から、「男性の家事・育児に関するアンケート調査結果」が公表されました。 

ただし、調査対象が経団連の会員である大規模企業であり、サポートが手厚いことに留意

する必要があります。参考までに厚生労働省の調査による一般の数字も掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の家事・育児休業等の実態は？ 

◆育児休業取得率 

 

◆男性の育児休業期間 

 

◆男性の家事･育児を促進する上での課題 



 

 

 

 

 

振興宗教が利用していたらしい山奥にある謎の地下施設廃墟。 

面白半分の探検で訪れた若者たちと偶然出会った家族が突然の 

地震で閉じ込められる。しかもじわじわ浸水しており、１週間後

には水没の危機。閉じ込められた男女 10 人が脱出するためには、

誰か一人が犠牲にならなければならない状況に。そんな中、殺人

事件が発生。「一人の犠牲は､その犯人がなるべきだ」犯人以外の

全員が、そう思った…。 

「週刊文春ミステリーベスト 10」&「MRC 大賞 2022」を 

ダブル受賞した作品。衝撃のラストまで、ネタバレを見ずに読み

進めるべし！ 

 

 

 

 以前から登ってみたいと思っていて、天候

に恵まれ登山が実現しました。 

松手山コースで平標山に登り、平元新道を

下る行程。登山口からいきなり急な坂道が

続き、休みながら登りますが乳酸が溜まり

足が上がらない…。ヘロヘロになりながら、松手山を越え山頂へ。しかし、山頂にはトイレ

が無いので、少し下った山小屋・平標乃家で昼食休憩を取りました。ここでは、登山靴を脱

いでゆっくり過ごし､リフレッシュ。下りは階段状の登山道で膝がガクガク笑ってました。 

 決して楽な山ではありませんが、尾根伝いの登山道では、視界が開け素晴らしい景色‼ 

駐車場は県外ナンバーで満杯で、人気の山であることがよくわかりました。下山後は、苗場の

「雪ささの湯」のカフェオレ色のお湯を堪能し、心身ともに癒されました。 

 

 

 

十日町の介護施設に入所予定の一人暮らし高齢女性の家に、仔猫

が６匹生まれ、施設の職員が必死で引き取り手を探したそう。 

最後の１匹が処分寸前でウチの事務所に来ました。真っ白で 

超絶人見知りのオス猫。ろくいち君です。※名前の由来は次月号にて 

ひどく臆病で、いつも隠れている

ので、姿を探すのにひと苦労…。 

近づくと「シャー！」と威嚇しま

す。まずは、人や場所に慣れても

らうため、さぶろくさんとは対面

していません。ろくいち君の人見知りは治るのか？ 

さぶろくさんと仲良く過ごす日は来るのか？神のみぞ知る!! 

「気になる！」を勝手に情報発信コーナー 

書籍     方舟   夕木 春央 

登山    平標山  標高 1984m 

今月のさぶろく（6 歳 10 ヵ月）＆ 初登場 ろくいち（3ヵ月） 

何も知らずに自宅でくつろぐさぶろくさん 


